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微粒子発生量評価装置「P-WindTM」の高度化 

～粒子映像の定量解析技術を市場展開 その 1～ 

 

新日本空調株式会社（代表取締役社長 前川 伸二）は、独自開発した粒子映像の定量解析技術と感度検

証技術（2022 年 7 月リリース）の応用に着手しました。今回、その最初の成果として、当社が開発した微

粒子発生量評価装置注）の定量計測性能が大幅に改善されたことについてお知らせいたします。 

試験チャンバ内で供試体から発塵させ、排気流路の空気の一部を吸引して発塵量を計測するという一般的

な方法では、吸引位置による誤差や検出漏れが発生し、計測精度の正確性に限界がありました。そこで、当

社では、独自の微粒子可視化技術により捕らえた排気流路断面全体の映像から、通過する全ての粒子を画像

処理により漏らさずリアルタイムに計数できる装置を開発し、この問題点を克服してきました。 

図 発塵量評価装置「P-Wind」概略図 

 

今回、新たな独自の技術開発成果をこの装置に適用して発塵量評価装置「P-Wind」と命名、要求される

全ての性能において大幅な改善を達成し、その適用範囲が拡大しました。 

 

表 性能の比較 

＊１ 理論感度比：旧型と新型のカメラ配置における、最小粒径の微粒子からの理論散乱光強度の比 

＊1 

旧型 新型

0.5～5μm(最大/最小比：10倍) 0.3～40μm(最大/最小比100倍以上)

0.5μm 0.3μm(旧型の20倍以上)

基本粒径分級設定 高感度モード 無し 0.3/0.5/1.0/2.5/5.0㎛（５段階）

標準モード 0.5/5.0μm（２段階） 0.5/1.0/2.5/5.0/10.0㎛（５段階）

固定 可変

337,500個/m3 100,000,000個/m3（旧型比100倍以上）

固定：1/30秒 可変：1/60秒～

無し 有り校正機器の常備

計測サンプリング周期

性能項目

計測粒径範囲

分級区分の設定変更

最大計測個数濃度

最小粒径（理論感度比）*1
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併せて、JIS 規格（JIS B9926 「クリーンルームー使用する機器の運動機構からの発じん量測定方法」）に

準拠した仕様としたことで、これまでより利用しやすい環境が整いました。 

今後、国内回帰が進む製造業の生産現場で、複数の管理粒子サイズごとの品質評価、PM2.5 や飛沫等の保

健対策製品評価などのニーズに、より高精度で汎用性を有する分析結果の提供を進めるとともに、引き続き、

独自の粒子映像の定量解析技術と感度検証技術の応用を進め、技術サービスや商品の高度化を進めてまいり

ます。 

 

注）概略図「P-Wind」の説明 

試験チャンバ（内寸：870×600×(H)600ｍｍ、開口サイズ：720×520ｍｍ)内で供試体から発生した微

粒子は、清浄空気供給部（ファンフィルタユニット）からの高清浄度気流によって流体風洞部に流されま

す。その際、試験チャンバ内部の気流は供試体によって乱れるため、乱流整流風洞によって均一速度の気

流に矯正されて粒子検出部に運ばれます。風洞出口の断面を横切る平面状レーザーを通過するときの粒子

の微弱散乱光を、複数カメラで同期撮影し、パソコンで高速にリアルタイム画像処理することで、吸引式

測定器では得られない大量の微粒子の個数と大きさを高速、かつ高精度に解析します。 

 

 

 

 

 

新日本空調グループは、企業が中長期的に持続的成長を目指す上で重視すべき３つの側面、環境

（Environment）、社会（Social）、企業統治（Governance）を視野に入れた ESG 経営を実行してい

ます。当社グループの事業特性を踏まえた上で、ESG 経営の観点から、あらゆる事業活動における

課題を特定し、中長期的取り組み目標を定め、SDGs に代表される国際的社会課題の解決に資する

事業活動を推進します。 

本リリースの取り組みは、SDGs における 2 つの目標に貢献しています。 

 

 

 

 

 

 

 

         

以上 

【お問合せ先】 

新日本空調株式会社 経営企画室企画部 

コーポレートコミュニケーション課 多田  邦彦 

 Tel ：03-3639-2475 

 Fax ：03-3639-2731 

 Mail：tadak@snk.co.jp 

 

新日本空調株式会社 

 ソリューション事業部 岡本 隆太 

  Tel   : 03-3639-2206 

  Fax   : 03-3639-2377 

  Mail ： okamotor@snk.co.jp 

  

目標  3：すべての人に健康と福祉を 

目標 12：つくる責任 使う責任 

 

https://www.snk.co.jp/csr/ 

 

新日本空調グループの SDGs への貢献について 
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